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高機能超小型衛星とコンステレーションが拓く
異次元地球モニタリング



宇宙産業とは？

ロケット、衛星の製造

農業生産

遠い！

例えば農業

?

?



現状の宇宙利用の課題を見極め、世界のライバルと戦う



危機感
✔ 新しい宇宙利用で大幅に出遅れており、その差は広
がっている。
✔ 日本は、使う側で終わるか、ビジネスを創り出せる側
になるか。

・世界は大きな資金で大きな展開
・宇宙に国境はない。「日本」にこだわれば税金の消費に
しかならない。

日本のとるべき道は？ 価格？ コスパ？ クオリティ？
All-Japan? 国際協力？

今踏み出さなければ、日本はどうなるか？
（“宇宙産業”だけの問題ではない）





数を増やす作戦（コンステレーション）Planetlabsなど

宇宙ゴミが増える、170機あっても1回/日



全球は撮影できないが、必要な場所は高頻度で。
（プッシュブルームなどによる全球掃引は他におまかせ）



Target Pointing
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天体観測から、地上の特定の場所の撮影まで。



ULAT/SATREPS 

雷・気象観測網と超小型衛星の連携運用による
次世代防災監視システム

フィリピンと⽇本の5年間の共同プロジェクト
（⽇本側のスポンサーはJSTとJICA）



Castro et al., 2020DIWATA-1     HIMAWARI-8

20 times better resolution than Himawari

世界初の高解像度の雲3D



1機の衛星の10秒以内の観測で、最先端レーダーを凌ぐ3D詳細形状を推定。

→ 現状不可能なゲリラ豪雨予測に道

世界最高精度の高解像度の雲3D

© PHL-Microsat



fish-eye camera© PHL-Microsat



40 times higher resolution than HIMWARI-8

telescopic camera© PHL-Microsat







詳細スペクトル計測の必要性



AIを使っても、失われた情報は戻らない

現在スマート農業で使われているNDVIには限界がある



 X

従来手法 (NDVI) 詳細スペクトル利用

高精度の収量予測

詳細スペクトル計測が異次元の信頼性を実現 (ドローンでの例）
水稲の生育診断

北大・栗原による

相関係数: 0.9相関係数: 0.5

従来のほぼ全ての現行の衛星・ドローン計測（NDVI）では
多くの場合要求に応えられない



RISESAT

RISING-2
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Planetlabs
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小型分光器

ドローン

超小型衛星



宇宙リモセンビジネスの価値を決めるのは、地上計測である









国際協力で世界へ展開



All-Japan？

Whole globe



途上国も主役になれる時代に










